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Education problems in basic nursing education to see from the attitude survey of clinical 
facilities administrator： Towards the quality of the care of collaboration with 












 Nurse, Care worker, inter-professional collaboration





















































































施設種 看護職 介護職 計
病院 215 14 229
介護保険施設 108 44 152
訪問看護ステーション 7 0 7
無記入 1 0 1




























































平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
①　看護・介護それぞれの役割について理解している 3.18 .608 3.18 .601 3.17 .653
②　看護・介護が連携するための場や機会がある。 3.02 .690 3.05 .674 2.83 .752 *
③　看護・介護が連携する上で上司や組織の理解がある。 3.12 .684 3.16 .645 2.88 .839 *
④　 看護・介護の連携のための方法を部署のスタッフは
知っている。 2.81 .646 2.84 .649 2.66 .608 *
⑤　両者が意見を出し合う場所をつくっている 2.95 .725 2.98 .685 2.72 .894 *
⑥　看護・介護をお互いに尊重しようとする意識が高い 2.83 .775 2.85 .756 2.72 .874
⑦　 職場では介護職の知識・技術のレベルアップを図っ
ている 3.03 .699 3.04 .710 2.98 .635
⑧　 職場では看護職の知識・技術のレベルアップを図っ
ている 3.10 .676 3.16 .643 2.72 .744
⑨　 スタッフは自分の専門職としての専門性、役割を理
解している 2.92 .623 2.94 .620 2.81 .634 **
⑩　 患者・利用者の日常生活援助について看護・介護双







































回答人数 回答割合 回答人数 回答割合
教育背景の違い 225 68.0% 29 50.0%
教育（資格）のばらつき 104 31.4% 14 24.1%
生活目線へ変更できない 69 20.8% 22 37.9%
看護職の理解不足 109 32.9% 24 41.4%
介護職の学習不足 155 46.8% 33 56.9%























































































































































平均値 SD 平均値 SD
①　自職種（看護）の専門性を理解し、他職種に説明することができる。 3.38 .727 3.41 .676
②　 日常生活援助、診療の補助に関する基礎的な看護技術を提供することが
できる。 3.48 .671 3.52 .655
③　 他職種（介護）の専門性を理解し、どのような時に頼めばよいか知って
いる。 2.89 .781 3.14 .687 *
④　 患者・利用者の身体状態をしっかり把握する力（フィジカル・アセスメ
ント能力） 3.48 .671 3.50 .656
⑤　患者・利用者がもつ疾患に対する基礎的知識がある。 3.49 .662 3.69 .568 *
⑥　他職種（介護）の価値観を認めることができる。 3.22 .755 3.36 .742
⑦　より良いケアのための他職種(介護）との情報共有の重要性を理解している。 3.30 .729 3.55 .680 *
⑧　看護の視点から必要なケアを相手に分かるように説明できる。 3.24 .775 3.38 .745
⑨　カンファレンスなどで自分の意見をアサーティブに発言できる。 3.02 .754 3.17 .775
⑩　意見が衝突してもそれを乗り越えようとするストレス耐性がある。 3.16 .764 3.17 .752
⑪　基礎的な健康自己管理能力を持ちケア提供ができる。 3.41 .718 3.40 .674
⑫　価値観の違う職種と協働できるための基礎的な人間関係形成能力がある。 3.30 .732 3.33 .803
⑬　より良いケアのためのチーム連携の必要性を理解している。 3.32 .723 3.45 .776
⑭　問題解決に向けて主体的、積極的に自ら行動しようとすることができる。 3.20 .752 3.16 .696
⑮　患者・利用者中心に物事を考えることができる。 3.61 .630 3.53 .706
⑯　対人職としての倫理的感受性がある。（対象を尊重する姿勢がある） 3.59 .657 3.53 .655
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